
全
自
交
東
京
地
連
は

10
月
28
日
、
板
橋
区
の

板
橋
区
立
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
に
て
第
１
２
８
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止
」
、

「
ハ
イ
タ
ク
労
働
者
の
賃

金
・
労
働
条
件
の
向
上
」
、

「
制
度
・
政
策
要
求
の
実

現
」
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
新
体
制
で
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今
大
会
は
任
期
満
了
に

伴
う
改
選
期
に
当
た
り
、

新
執
行
委
員
長
に
は
副
委

員
長
の
本
木
弘
氏
（
大
和
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
木
新
執
行
委
員
長
は
就

任
の
挨
拶
の
中
で
、
「
第

１
２
８
回
と
い
う
こ
と
で
、

た
く
さ
ん
の
先
輩
方
が
築

い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
伝
統
を
継
承
し
な
が

ら
も
、
時
代
に
則
し
た
運

動
を
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
東

京
地
連
は
全
国
を
け
ん
引

し
て
い
く
労
働
運
動
を
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
日
出

席
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
新

し
い
運
動
方
針
を
現
場
に

持
ち
帰
り
、
組
合
員
さ
ん

ひ
と
り
ひ
と
り
に
届
け
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て

全
自
交
東
京
地
連
に
結
集

す
る
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
運
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。

大
会
は
冒
頭
、
開
会
の

挨
拶
に
立
っ
た
掛
川
正
一

副
執
行
委
員
長
（
帝
都
労

組
）
か
ら
議
長
団
の
提
案

が
行
わ
れ
、
議
長
に
野
口

紘
史
さ
ん
（
日
交
労
）
、

書
記
に
は
道
上
一
弘
さ
ん

（
帝
都
労
組
）
の
両
名
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
林
三
樹
郎
資

格
審
査
委
員
長
（
大
和
）

か
ら
大
会
へ
の
参
加
人
員

と
大
会
が
成
立
し
た
こ
と

の
報
告
、
堀
田
貴
彦
大
会

運
営
委
員
長
に
よ
る
議
事

日
程
の
確
認
と
続
き
、
そ

れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
主
催
者
を
代

表
し
て
の
挨
拶
に
は
、
病

気
療
養
中
の
内
田
亨
執
行

委
員
長
（
大
和
）
に
代
わ

り
、
菊
池
る
み
副
執
行
委

員
長
（
東
洋
）
が
登
壇
し
、

挨
拶
の
中
で
タ
ク
シ
ー
労

働
者
の
賃
金
の
実
態
に
つ

い
て
触
れ
、
「
連
合
の
２

０
２
５
年
春
闘
集
計
に
よ

る
と
平
均
５
％
を
超
え
る

大
幅
賃
上
げ
が
実
現
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ハ
イ

タ
ク
業
界
の
２
０
２
５
春

闘
で
は
一
定
の
成
果
は
あ
っ

た
も
の
の
、
賃
上
げ
は
お

ろ
か
、
春
闘
交
渉
の
過
程

で
事
業
者
か
ら
労
働
分
配

率
を
見
直
す
逆
提
案
を
さ

れ
る
な
ど
、
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
歩
合
制
賃
金
の
不
安

定
さ
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に

い
る
の
が
実
態
で
す
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
う

え
で
今
後
の
運
賃
改
定
を

見
据
え
た
事
業
者
側
と
の

賃
金
交
渉
に
お
い
て
、

「
雇
用
の
安
定
継
続
も
加

味
し
て
改
悪
変
更
と
な
ら

ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を
払

い
交
渉
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
労
働
組
合
の
そ
の

責
任
は
重
大
で
す
。
」
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
「

一
度
別
々
の
道
を
選
ん
だ

私
た
ち
が
、
団
結
を
回
復

し
て
4
年
半
が
経
ち
ま

し
た
。
今
で
は
、
全
自
交

労
連
に
結
集
す
る
1
万

人
の
心
に
、
一
つ
の
魂
が

宿
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

東
京
地
連
に
結
集
す
る
私

た
ち
が
、
そ
の
先
頭
に
立

ち
ま
し
ょ
う
。
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
会
に
ご
臨

席
い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々

の
紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
か
ら
の
御
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
全
自
交
労
連
の

溝
上
泰
央
中
央
委
執
行
委

員
長
は
挨
拶
で
、
「
先
の

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
我
々
の
運
動
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
森
屋
隆
氏
を

ふ
た
た
び
国
政
の
場
へ
送

り
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
の
交
通
政
策
に
大
き

く
影
響
し
て
く
る
事
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
後
退

す
る
事
の
な
い
よ
う
全
自

交
労
連
と
し
て
今
ま
で
以

上
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
東
京
の
タ
ク
シ
ー

労
働
者
に
向
け
、
「
今
後

は
安
全
・
安
心
、
接
客
・

接
遇
は
当
た
り
前
、
キ
ー

ワ
ー
ド
は
迅
速
と
交
通
秩

序
の
二
点
だ
と
思
い
ま
す
。

地
理
試
験
が
無
く
な
っ
た

か
ら
と
言
っ
て
ナ
ビ
に
頼

り
き
り
で
あ
っ
た
り
で
は

工
事
や
事
故
に
対
応
で
き

ま
せ
ん
。
一
番
稼
げ
る
東

京
だ
か
ら
こ
そ
運
転
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
忘
れ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。

今
大
会
に
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
来
賓
の
皆
様
は
以

下
の
通
り
で
す
。
◆
全
自

交
労
連
・
溝
上
泰
央
中
央

執
行
委
員
長
◆
立
憲
民
主

党
・
伊
藤
俊
輔
衆
議
院
議

員
◆
都
議
会
立
憲
民
主
党
・

中
村
ひ
ろ
し
（
交
通
政
策

調
査
会
会
長
）
、
都
議
会

立
憲
民
主
党
・
竹
井
よ
う

こ
（
都
議
会
立
憲
民
主
党

幹
事
長
）
◆
東
京
共
同
法

律
事
務
所
・
中
川
亮
弁
護

士
、
古
賀
玖
美
弁
護
士

◆
西
東
京
共
同
法
律
事
務

所
・
森
井
利
和
弁
護
士
、

石
井
光
太
弁
護
士
◆
中
央

労
働
金
庫
東
京
都
本
部
・

中
田
晶
一
常
務
理
事
、
中

村
沙
織
上
席
調
査
役
◆
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
東

京
推
進
本
部
・
福
田
智
本

部
長
、
組
織
法
人
二
課
石

原
達
司
様
。（以

上
敬
称
略
）

本
田
明
広
書
記
長
よ
り
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
断
固

阻
止
を
は
じ
め
と
し
た
、

第
一
号
議
案
『
２
０
２
５

年
度
運
動
方
針
（
案
）
』

な
ら
び
に
、
第
２
号
議
案

『
２
０
２
５
年
度
会
計
予

算
（
案
）
』
が
提
案
さ
れ
、

議
案
ご
と
に
質
疑
、
討
論

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
確
認
さ
れ
、
２

０
２
５
年
度
運
動
方
針
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
藤
田
健
一
役

員
推
薦
委
員
長
よ
り
、
改

選
役
員
（
案
）
が
提
案
さ

れ
、
以
下
の
と
お
り
賛
成

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
執
行
委
員
長
・
本
木
弘

（
大
和
）
◆
副
執
行
委
員

長
・
掛
川
正
一
（
帝
都
）
、

須
藤
正
己
（
京
自
労
）
、

菊
池
る
み
（
東
洋
）
、
小

林
健
夫
（
三
交
労
）
◆
書

記
長
・
本
田
明
広
（
京
自

労
）
◆
書
記
次
長
・
奧
村

公
章
（
日
交
労
）
◆
顧
問
・

溝
上
泰
央
（
日
交
労
）
、

◆
執
行
委
員
・
星
元
陽

（
日
交
労
）
、
藤
田
健
一

（
日
交
労
）
、
玉
川
禎

（
帝
都
）
、
吉
田
昌
央

（
帝
都
）
、
堀
田
貴
彦

（
京
自
労
）
、
矢
野
裕
明

（
京
自
労
）
、
林
三
樹
郎

（
大
和
）
、
吉
野
恭
章

（
大
和
）
、
青
木
康
至

（
ワ
イ
エ
ム
）
、
大
山
信

之
（
荏
原
久
が
原
）
、
三

上
幸
光
（
平
和
）
、
畑
中

春
樹
（
大
日
本
）

以
上
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主
催
者
を
代
表
し
て
の

挨
拶
に
立
っ
た
溝
上
泰
央

中
央
執
行
委
員
長
は
、
冒

頭
平
和
運
動
に
つ
い
て
、

「
人
類
史
上
、
初
め
て
原

子
爆
弾
の
犠
牲
者
に
な
っ

た
我
々
日
本
国
民
と
し
て
、

や
は
り
核
兵
器
の
廃
絶
と

世
界
恒
久
平
和
う
お
今
後

も
訴
え
続
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
」
と
述
べ
た
。
次
に

国
内
政
治
に
つ
い
て
、
我
々

の
先
頭
に
立
っ
て
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
阻
止
に
尽
力
し

て
く
れ
て
い
た
森
屋
隆
さ

ん
を
国
政
に
戻
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
触

れ
「
痛
恨
の
極
み
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
発
足
し

た
高
市
政
権
に
つ
い
て
、

「
日
本
で
右
傾
化
が
進
む

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
」
と

述
べ
、
自
民
党
と
維
新
の

連
立
政
権
に
対
し
て
は

「
我
々
の
労
働
運
動
の
根

幹
で
あ
る
多
様
性
や
包
摂

性
と
、
真
逆
な
社
会
が
出

来
上
が
ら
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
注
視
し
な
け
れ
ば
」

と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
ハ
イ
タ
ク
労
働
者

の
待
遇
向
上
に
む
け
「
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、
地
域
間
格

差
や
企
業
間
格
差
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
、
利
益
を

上
げ
ら
れ
る
都
市
部
、
観

光
地
で
は
、
わ
ず
か
な
が

ら
で
も
結
果
を
出
し
た
」

と
２
０
２
５
春
闘
を
総
括
。

そ
の
上
で
「
事
業
者
が
適

正
価
格
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
迎
車
料
金
や
運
賃

以
外
の
対
価
を
自
信
を
持
っ

て
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
」

と
し
、
「
我
々
労
働
者
も

生
産
性
を
意
識
し
た
営
業
、

さ
ら
に
は
労
働
分
配
率
を

見
極
め
る
こ
と
、
こ
の
２

つ
が
要
求
を
叶
え
る
生
命

線
に
な
っ
て
く
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
わ
れ
わ
れ
全
自
交
労
連

は
、
『
人
は
財
産
だ
』
と

位
置
づ
け
、
安
心
し
て
長

く
働
け
る
職
場
、
魅
力
あ

る
賃
金
・
労
働
条
件
を
構

築
す
る
運
動
を
さ
ら
に
前

進
さ
せ
る
所
存
だ
が
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

無
け
れ
ば
、
要
求
の
実
現

も
『
夢
の
ま
た
夢
』
と
な

る
。
引
き
続
き
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。

ま
た
東
京
や
兵
庫
仲
間

が
闘
っ
て
い
る
裁
判
闘
争

へ
の
、
全
国
の
仲
間
の
支

援
に
「
心
か
ら
謝
意
を
申

し
上
げ
た
い
」
と
語
り
、

会
場
内
で
実
施
す
る
カ
ン

パ
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

改
選
年
に
当
た
り
「
先

人
が
目
指
し
た
労
働
運
動

を
、
我
々
後
進
が
し
っ
か

り
引
き
継
ぎ
、
全
自
交
労

連
は
持
続
可
能
な
組
織
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
日
本

の
ハ
イ
タ
ク
労
働
者
の
先

頭
に
立
っ
て
牽
引
し
て
い

く
」
と
語
り
、
今
大
会
で

の
、
未
来
に
向
け
た
運
動

方
針
の
確
立
を
期
待
し
、

「
ハ
イ
タ
ク
産
業
の
明
る

い
未
来
に
向
け
て
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

野
尻
書
記
長
が
２
０
２

４
年
度
活
動
報
告
を
提
案

し
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
と
北

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
成
、

広
島
地
本
の
再
建
、
万
博

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ
の
抗
議

行
動
、
神
戸
相
互
タ
ク
シ
ー

労
働
組
合
の
争
議
を
特
筆

す
べ
き
出
来
事
と
し
て
言

及
し
ま
し
た
。

運
動
方
針
の
提
案
で
は
、

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
完
全
解

禁
を
阻
止
す
る
こ
と
、
地

方
の
公
共
交
通
を
守
る
こ

と
、
そ
し
て
組
合
役
員
の

高
齢
化
が
進
む
中
で
全
自

交
運
動
を
未
来
に
つ
な
ぐ

た
め
に
若
い
力
・
人
材
を

入
れ
て
い
く
事
が
大
切
だ
」

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
関
し
「
な
ん
で
も
か

ん
で
も
緩
和
で
は
、
完
全

解
禁
と
変
わ
ら
な
い
。
終

了
基
準
を
明
確
に
さ
せ
る

運
動
を
し
て
い
く
」
と
述

べ
ま
し
た
。

労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
て
は
「
他
産
業
に
負
け

ず
物
価
高
を
上
回
る
賃
金
、

ハ
イ
タ
ク
労
働
者
が
安
定

し
て
生
活
で
き
る
賃
金
を

目
指
し
て
い
く
」
と
提
案

し
ま
し
た
。

役
員
改
選
を
迎
え
、
新

書
記
長
に
は
本
田
有
書
記

次
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
田
新
書
記
長
は
、
愛

知
地
連
・
名
鉄
交
通
労
働

組
合
出
身
。
愛
知
地
連
の

執
行
委
員
長
を
４
年
間
務

め
た
後
、
２
０
２
２
年
の

第
８
０
回
大
会
で
書
記
次

長
に
選
任
さ
れ
、
政
治
担

当
と
し
て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

阻
止
運
動
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

恒
例
と
な
る
、
東
京
地

連
地
区
連
絡
会
議
対
抗
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
、

11
月
11
日
、
世
田
谷
区

の
オ
ー
ク
ラ
ボ
ウ
ル
に
て
、

総
勢
40
名
が
参
加
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
東
部
、
西
北
、

中
央
、
城
南
、
三
多
摩
の

5
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
区
連

か
ら
、
各
チ
ー
ム
4
名

×
２
チ
ー
ム
の
、
合
計

10
チ
ー
ム
に
て
争
わ
れ

ま
し
た
。

優
勝
は
、
全
自
交
平

和
労
組
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
た
城
南
地
区
連

A
チ
ー
ム
が
、
ト
ー
タ

ル
２
２
９
７
で
見
事
に
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。
第
２

位
に
は
、
２
１
３
８
で
東

部
地
区
連
Ｂ
チ
ー
ム
（
帝

都
墨
田
）
が
、
第
３
位
に

は
西
北
地
区
連
A
チ
ー

ム
（
日
交
労
赤
羽
）
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

上
位
３
チ
ー
ム
に
は
後

日
、
賞
状
と
賞
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
誰
で
も

気
軽
に
で
き
る
競
技
な
の

で
、
会
場
の
キ
ャ
パ
と
の

相
談
に
は
な
り
ま
す
が
、

今
後
は
開
催
規
模
の
拡
大

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

第１１５号 全 自 交 東 京 ２０２５年１１月２０日

全 自交 労連 第 83回 定期 大会

全
産
業
平
均
を
上
回
る
賃
金
・
労
働
条
件
の
実
現
！

代表しての挨拶に立つ溝上中央執行委員長

『 ライドシェア完全解禁 』絶対阻止！ 地域公共交通は我々が守る！ 全自交の力を未来へつなぐ！

全
自
交
労
連
は
10
月
20
・
21
日
、
横
浜
市
の
管
内
ホ
ー
ル
に
て
第
83
回
の

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
よ
り
２
０
０
名
が
結
集
し
て
開
催
さ
れ
た

大
会
で
は
、
前
書
記
次
長
の
本
田
有
氏
が
新
書
記
長
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
新

体
制
の
も
と
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

TOTAL２２９７で城南地区連チームが優勝！

本
田

新
書
記
長
就
任

運

動

方

針

提

案


